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こども環境学会 2010 年大会（広島）概要報告 

感性のこどもたち 

― Sense of Children ― 

開催概要 
 

【開催】2010年 4月 22日（木）～4月 25日（日） 
【会場】広島平和記念資料館東館メモリアルホール（広島市中区中島町 1-2） 

広島市まちづくり市民交流プラザ・袋町小学校（広島市中区袋町 6-36） 
連動会場： 
旧日本銀行広島支店、広島市現代美術館、中区アリスガーデン、ギャラリーＧ 

【主催】こども環境学会（企画運営：こども環境学会 2010大会実行委員会） 
【共催】広島市、広島市教育委員会、広島大学、広島市立大学、比治山大学、広島市現代

美術館、広島市こども文化科学館、広島市立袋町小学校、日本ユニセフ協会広島

県支部、日本都市計画学会中国四国支部、GKデザイン総研広島、くらすばワーク
ショップ、麦わらぼうし、NPO 法人アートプラットホームＧ、NPO 法人セトラ
ひろしま、NPO法人 ONE PEACE（順不同） 

【協力】ACE広島こどもボランティア隊（子どもをミソにまちつくり隊）、NPO法人あお
ぞら子供神楽、古田子どもチャンゴクラブ（順不同） 

【後援】内閣府、国土交通省、文部科学省、環境省、厚生労働省、広島県、広島県教育委

員会、科学技術振興機構、日本ユニセフ協会、日本ユネスコ協会連盟、日本こど

も NPOセンター、IPA日本支部、日本建築学会、日本環境教育学会、日本都市計
画学会、日本造園学会、日本発達心理学会、日本保育学会、日本子ども社会学会、

人間・環境学会、日本安全教育学会、日本小児保健協会、日本体育学会、聖徳大

学、チャイルドライン支援センター、日本世代間交流協会、日本公園緑地協会、

公園緑地管理財団、都市緑化基金、都市緑化技術開発機構、日本建築家協会、都

市計画コンサルタント協会、日本造園建設業協会、日本公園施設業協会、全国建

設室内工事業協会、広島市文化財団、広島市ひと・まちネットワーク、広島芸術

学会、中国新聞社、ＮＨＫ広島放送局、中国放送、広島テレビ、テレビ新広島、

広島ホームテレビ、広島エフエム放送、ＦＭちゅーピー76.6MHz（順不同） 
 
【参加者数】 

賛助協賛企業団体数：45団体 
参加者数：約 1,017人（子どもの参加者数：165人） 
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【4月 22 日（木）】 

エクスカーション A「こどものための施設見学バスツアー」 
学校法人鶴学園なぎさ公園小学校、広島女学院ゲーンス幼稚園 

エクスカーション B「新広島市民球場」 
新広島市民球場（MAZDA Zoom-Zoomスタジアム広島） 

 

【4 月 23 日（金）】 

国際シンポジウム：平和を築く子どもたちの感性と力～広島からのメッセージ 

■趣旨説明・司会：山本真左美 ■基調講演「広島に息づく緑の遺産」ナスリーン・

アジミ ■ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：ナスリーン・アジミ、アレックス・ムバヨ、パスマシリ・

ジャヤセナ、小松真理子 ■平和記念公園を歩く～そして考える「平和記念公園ウォ

ーク」 
開会式：2010 年大会（広島）「感性のこどもたち」 

■開会の挨拶：仙田満（本会会長） ■共催者挨拶：秋葉忠利（広島市長） ■大会

主旨説明：千代章一郎（大会実行委員長） 
国際シンポジウム：こどもにやさしいまちづくり～こどもが参加できるまち～ 

■趣旨説明・司会：木下勇（千葉大学） ■ 基調講演「我が国の成育環境の現状と子
どもにやさしい都市づくり」仙田満 ■ 特別講演「ミュンヘン―子ども・若者の参画
と「子どもにやさしい都市」に向けて」ヤナ・フレードリヒ（ミュンヘン市子ども代

理特別専門官） ■ ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ：：ヤナ・フレードリヒ、三上健、小笠原由季恵、
松島隆一、磯辺省三、木下勇 

 
【4月 24 日（土）】 

特別講演「けんちくとこども」伊東豊雄 

■ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「こどもたちの平和公園」 ■展覧会「建築が実現するまで」 
2009 年度こども環境学会賞・受賞式および講演会 

24日（土）総会にて発表と授賞式が行われ、25日（日）記念講演会が行われた。 
■こども環境論文・著作賞 ≪論文・著作賞≫ 該当なし ≪論文・著作奨励賞≫ 該

当なし 
■こども環境デザイン賞 ≪デザイン賞≫ ●原寛道ほか（千葉大学工学部デザイン

学科）『地域あそび場拠点で活用するための移動式遊具のデザイン』 ●山下秀之ほか

（長岡造形大学ほか）『長岡市子育ての駅千秋「てくてく」＋千秋が原南公園＋信濃川

桜づつみ』 ≪デザイン奨励賞≫ ●甲斐弘美（つくし保育園）『新しい保育空間の提

案～もうひとつのおうち～つくし保育園』 ●長谷川仁ほか『百色の森（ももいろの

もり）－子どものための医療施設への試みー』 ●船木幸子ほか（ﾌﾅｷｻﾁｺｹﾝﾁｸｾｯｹｲｼﾞﾑ

ｼｮ・細矢仁建築設計事務所 設計共同体）『沖縄小児保健センター』 
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■こども環境活動賞 ≪活動賞≫ 宮崎栄樹（木更津社会館保育園）『里山で子ども達

が輝くー木更津社会館保育園』 ≪活動奨励賞≫ 上平泰博ほか（大田区子ども交流

センター）『地域がつくったＮＰＯ児童館の活動―大田区子ども交流センター』 ●新

田新一郎ほか（アトリエ自遊楽校）『アトリエ自遊楽校を拠点に子どもや地域の可能性

を開く活動』 
 

2010 年度 総会  24日（土）広島市まちづくり市民交流プラザ 
2009年度事業報告、2009年度決算報告、社団法人定款および会費改定について、2010
年度役員就任、2010年度事業計画、2010年度予算計画が報告・提案され、承認された。 

交流会 24日（土） 
 
【ポスターセッション】24日（土）～25日（日） 
ポスターセッション出展数：53点〔ポスターセッション A（学術研究 27点）、ポスタ
ーセッション B（非営利団体の活動紹介 12 点）、ポスターセッション C（企業等の活
動紹介 4点）〕。 

優秀ポスター発表賞（5点） 

●遊び環境を改善するための新たな遊具デザインの方法と提案（桑原淳司） ●中山

間地での活動実態における場所の持つ意味と物語性（青木一郎） ●教員の業務に対

応した学校空間に関する研究（中山豊ほか） ●子どもたちの創造的な遊び場をつく

る環境要素（加藤寛子） ●自主保育サークル「やかましむら」の地域子育拠点活動

（北澤蓉子） 
 

【分科会およびワークショップ】24日（土）～25日（日） 
テーマ１：アートな感性 

■ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「森をつくろう」 ■ 分科会・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「感性の育み方って？ わらべ
うたと“かべコミュ”ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ」 ■分科会・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「五感を目覚めさせる（遠野

のわらべうたに学ぶ）」 ■ 分科会「アートな感性」 ■ 展覧会「森をつくろう」展 
テーマ２：空間の体験 

■ ﾜｰｸｼｮｯﾌ「゚ひろしまとヒロシマさがし、未来づくり」 ■ ﾜｰｸｼｮｯﾌ ・゚展示会 Children
×Museum×Media「みのまわりのおいたち」 ■ 分科会 Children×Museum×
Media「ミュージアムとまち、自然、メディア」 ■ 分科会「感性と鑑賞－子どもと
美術作品の出会い」 ■展覧会「森という子育て環境を考える」 ■ｷﾞｬﾗﾘｰﾄｰｸとﾜｰｸｼ

ｮｯﾌﾟ見学「現代美術鑑賞～教育普及プログラム見学」 
テーマ３：平和への感性 

■ 分科会「世界のこどもたちの現場から」 ■ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「表現アートで学ぶ平和の
創りかた」 ■ 展示会「世界のこどもたち」「ユニセフ展 イラクのこどもたちの願
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い」 ■ 展示会「ひろしま国」パネル展示パソコンでの「ヒロシマ検定」 
テーマ４：感じる手 

■ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「手作り楽器と絵本作り」 ■ ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「わんぱく料理教室」 ■ 分科
会「遊びの中に見るこどもの美意識と感性～遊美学」 

 

【連動イベント】24日（土）～25日（日） 
■ 展覧会「広島子供の家 戦後のこどもけんちく」 ■アリスガーデン親子パフォー
マンス広場ＡＨ！ 

 

【総括セッション】 25 日（日） 

各セッションからキーワードによる報告があった。 
千代章一郎委員長による総括があり、大会提言案の方向が提案された。 

 
【2010 大会（広島）提言】 

1 環境というキャンバスに未来を描こう（大人・こども） 
2 身のまわりの体験を語り合おう（こども） 
3 大人自身が感性をみがこう（大人） 
4 こどもを見守る技術を身につけよう（大人） 
5 未来の平和に向かって本当によいものを語り継ごう（こども） 

 
【2011 年度大会（関東）予定】 

2011年 4月 22日（金）～24日（日）開催予定。ご期待ください。 
（以上、文責・中山豊） 


